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交通シミュレーション結果と
UC-win/Roadとのデータ連携体験

交通計画・安全対策
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１. Micro Simulation Playerの機能概要
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 シミュレーションの管理
◦ 複数のシミュレーションを同時に再生可能

◦ シミュレーションデータ毎にUC-win/Roadの座標系に合わせる機能

◦ シミュレーション表示範囲の指定が可能

 ２D情報への対応
◦ 地面または道路面上への自動配置



 プレーリスト

◦ 複数シミュレーションの時間相対位置を設定

◦ 時間単位の管理（再生速度）

 再生

◦ 様々な時間単位に対応（ナノ秒…年）
元の単位から再生速度を自動的に設定

◦ 早送り、一時停止、任意時刻へジャンプ
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 ドライビングシミュレーションとの統合

◦ 再生するシミュレーションに存在する各車両における他の車両と
の接触を先見し、減速させることによる接触の防止。

◦ 車両の動きの再生速度の低下による減速。

• 現実的な停止距離

• 左または右優先

• 他車と他車のインタラクションも実装

• 各車両の寸法を考慮

 ドライビングシミュレーションとの統合：方法２
– 視点から限られた半径内にある車両の制御をUC-win/Roadの
標準交通シミュレーションに置き換える
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運転車両：減速
(ﾄﾞﾗｲﾋﾞﾝｸﾞｼﾐｭﾚｰﾀ車両)

後車：減速
(交通ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ車両）

後車：減速
(交通ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ車両）



 「運転車両との衝突を回避する」をオプションを有効にすると、
運転車の後方車両は衝突を回避するため、減速させる制御を行う。

 「運転車両周辺のモデルをUC-win/Roadに引き継がせる」を選択す

ると運転車両を周辺の車両全体をドライビングシミュレータ側の
交通モデルにより制御される。
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■運転車両周辺の車両の制御に関するダイアログ画面



 シミュレーションの結果を保存

 UC-win/Roadが読み込み、再生

 フォーラムエイトが開発
www.OpenMicroSim.org で公開

 要求に応じてアップデート

２．ファイル形式
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http://www.openmicrosim.org/


 シミュレーション
◦ 名称（表示）

◦ 使用する角度、長さと時間の単位（データ変換）

◦ 各単位要素
 IDと名称（識別・表示）

 種類（３Dモデルの割り当てに使用可能）

 ３Dモデルファイル名（ファイル自動読み込み）

 要素状態の時刻歴
 時間（同期）

 位置、方向（表示位置）

 状態（文字列）（UC-win/Roadで信号機の色制御と人間モデルの
アニメーション制御に使用）

３．データ内容
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＜サンプル＞



 S-PARAMICS

 道路ネットワークのデータ交換

 S-PARAMICSのログデータをインポートする。

 UC-win/RoadでS-PARAMICSのシミュレーション結果を表示する。

 VISSIM

 VISSIMのログデータをインポートする。

 UC-win/Roadで交通流、信号制御、
歩行者シミュレーション結果を表示する。

 LEGION

 歩行者シミュレーション結果を表示する。

４．他アプリケーションとの連携
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５．交通シミュレーション結果とUC-win/Road 

とのデータ連携体験

ファイル読み込み

２D設定画面

プロファイル設定

プレイリスト設定

保存

再生

・画面移動
・シミュレーションの位置合わせ（自動モード）
・情報表示

・ファイルの選択、追加

・モデル・キャラクタの選択、設定

・パラメータ
・シミュレーションファイル

・単位変換
・位置合わせ

・再生、早送り、ジャンプ、ステップ、一時停止



 対象ファイル

・京都市 市街地 烏丸通を再現

（1）ファイルの読み込み
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■UC-win/Road
■Aimsun

XML Open Micro Sim形式
ファイル名：kyoto.xml



 読み込んだデータとUC-win/Road上の位置を合わせる。

 高さは「自動」を選択するとUC-win/Roadの道路の高
さに自動的に調整される。

（2）２D設定画面（位置の調整）
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読み込んだ時点
のデータ位置

烏丸通

自動にチェック移動ボタンで
位置を合わせる



 シミュレーション上の信号と

UC-win/Road上の信号の対応を設定。
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（2）２D設定画面（信号モデルの対応）



車両のタイプに応じた３Dモデルを設定。

（3）プロファイル設定
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 プレイリスト

◦ 複数シミュレーションの時間相対位置を設定

◦ 時間単位の管理（再生速度）

 再生

◦ 早送り、一時停止、任意時刻へジャンプ

（4）プレイリスト設定・再生
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 サービス内容

<交通解析サービス>

・交通シミュレーション等の交通解析

ツールによる交通解析

<VR化サービス>

・交通シミュレーションに合わせたVR

を作成。VR上に交通シミュレーショ

ン結果を表示。

６．交通解析VRサービスのご紹介

16



17

＜対象の交通解析ツール＞

・OSCADY PRO ：単一交差点の解析

信号現示の最適化

・TRANSYT ：交通解析のみ

・Aimsun：

・マイクロシミュレーション

・VR化対応


